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論文題目

Pain-relief effects of aroma touch therapy with Citrus 
jUI10S oil evaluated by quantitative EEG occipital 
alpha ~2 rhythm powers 
{柚子タッチセラピーの定量的後頭部 a-2 リズムパワーによる

悲痛緩和 効果)

論文内容の要旨

アロマタ y チセラピー (ATT) は、天然の揮発怯有機化合物である

精油を用いた補完代替療法の一つであり、ホス ピ ス に お け る 癒 を 含

む慢性疹痛の軽 減 と QOLを緩持することが報告されている o ATT 

は必地よさや Pラックスといった心理的鎮静化 へ の 跨 導 が 悠 痛 を 緩

和する説があるものの、そのメカエズムは解明されていない.一方、

慢性箔患者の視床活動は低下しており、視床を電気府Ilj殻で活性化す

ることで慢性疹 痛 が 緩 和 す る 報 告 が あ る . このことは従来の ATTの

疹痛緩和音量とは矛盾する.そこで本研究は観床を含む深部脳活動に

着目し、 ATTの悲痛緩和効果の作用機序を神経生理学・神経心理学

的に明らかにすることを目的とした.

健常な被験者 13入に対して、疑似慢性痛は TransientReceptor 

Potential Ankyrin 1を タ ー グ ッ ト に し た c線維を刺滋する寒冷疹

痛試験 (ωldpresso1' task)を適用した.実験は s条 件 : ペ ー ス ラ イ

ン、=ントロールと ATT(拍子+セサミオイル)について疹痛緩和効

果を比較した.疹痛評価は Nume1'icRating Scaleと近赤外線脳血

流 (NIR-HEG)センサーを併用した.視床活動は EEG計測による深

部脳活動指数から計算した.神経心理学的調査には、 STAIform JYZ，、

Global Scale fo1' Depression、 痛 み の 感 情 要件は快ー不快、 覚躍・

眠さ、 奥富・鎮静、痛み関連症状の lOOmmVisual Analog Scaleを

行った.

その結果、 AT守は 深 部 脳 活 動 を 反 映 す る 後頭部也強度の緩やかな

変動成分を最適化し、慢性疹痴感を抑制する.感情状擦とは頓着せ

ず、最適強度では無痛状態を誘導し得る之とが分かった。
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要 旨

アロマセラピーによる疹痛緩和は、心理的鎮静作用により脳活動を抑制し疹痛緩和を

誘導するという説が存在する。一方、優位疹癒状掻で低下している筏床活動を電気刺激

等で賦活することで疹痛抑制が可能であるというエピデンスが存在するといった矛盾

が生じている。そこで本研究は視床を含む深部脳活動に着目し、アロマタッチセラピー

の~痛緩和効果の作用機，tt;を神経生理学・神経心理学的に明らかにすることを目的とし

た。その結果、アロマタァチセラピーは深部脳活動を反映する後頭部脳波 a強度の緩や

かな変動成分を最適化し、慢性疹痛を抑制する。感情状態とは頓着せず、最適強度では

無痛状態を誘導し得ることが分かった。

申請者の坊垣友美は、 TRPAlをターゲットにした c線綾を刺激する疑似慢性疹書留負

荷を適して、アロマタッチセラピー中の新たな指標である深部脳活動から慢性疹痛緩和

効果を計測した。そして深部脳活動の賦活による慢性疹痛が低下するというこれまでの

エピデンスとの整合性を明らかにするとともに、過剰な深部脳活動度では疹痛が上昇す

る結果を得た。これらの結果から、疹痛を最小とする最適深部脳活動度の存在を初めて

明らかにし、この最適条件下で、アロマタッヂセラピーは無痛状態に近い疹痛除痛作用

を誘導し得ることを突き止めている。また、心理尺度の調査から、アロマタクチセラピ

}により得られる最大の快適度で疹痛緩和が必ずしも最大ではないことから感情状揺

と疹痛緩和効果には不整合があることを明らかにし、従来の矛盾を払拭した。このよう

に本研究はアロマタッチセラピーが直接深部脳活動を最適化し、優位疹痛を緩和すると

いう Z重要な知見を得ており、価値ある集積であると認める。本研究の学会発表は、圏内

学会 12回、国際学会 z回である.よって、学位申蹄宥の坊垣友美は博士(保健学}の

学位を得る資格があると認める。
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